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の
は
、
こ
こ
1
0
年
程
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
2
0
0
0
年
以
降

か
ら
企
業
の
閉
鎖
措
置
が
本
格
的
に
行
わ
れ
、
2
0
0
6
年
に
採

掘
・
洗
鉱
企
業
が
1
0
0
0
社
程
度
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
時

に
は
鉱
山
は
ほ
ぼ
閉
山
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
大
規
模

な
開
発
の
痕
跡
が
至
る
所
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
金
属
を
含
む
と
み
ら
れ
る
鉱
滓
や
排
水
が
未
だ
処
理

し
き
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。
政
府
は
当
地
の

汚
染
問
題
を
重
要
視
し
て
対
策
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

過
去
の
汚
染
の
蓄
積
が
甚
大
で
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
や
生
態
系
の

回
復
に
は
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
鉱
山
か

ら
流
出
し
て
き
た
土
砂
や
排
水
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
村
を
視
察

し
ま
し
た
。
こ
の
村
は
、
す
で
に
1
0
0
0
人
も
の
住
民
が
他
地

域
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
重
金
属
を
含
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る

土
砂
が
あ
ち
こ
ち
に
堆
積
し
て
お
り
、
汚
染
規
模
が
広
範
囲
か
つ

甚
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

二　
重
金
属
汚
染
問
題
に
取
り
組
む
環
境
N
G
O

　

近
年
の
中
国
に
お
け
る
重
金
属
汚
染
を
め
ぐ
る
動
向
と
し
て
注

目
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
鉱
山
開

発
と
環
境
の
歴
史
と
現
状
を
捉
え
、
汚
染
被
害
者
と
対
話
・
交
流
・

救
済
を
進
め
よ
う
と
す
る
環
境
N
G
O
が
存
在
し
、
活
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
鉱
山
及
び
周
辺
地
域
・
河
川

に
お
け
る
重
金
属
汚
染
の
継
続
的
な
実
態
調
査
と
情
報
公
開
、
汚

染
被
害
者
と
の
継
続
的
な
交
流
・
対
話
及
び
救
済
の
模
索
、
な
ど

様
々
で
す
。
中
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
重
金
属
汚
染
に
取
り
組
む
環

境
N
G
O
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

汚
染
の
原
因
・
責
任
・
過
失
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

被
害
者
を
補
償
・
救
済
す
る
の
か
、
市
民
や
社
会
は
ど
の
よ
う
に

こ
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
の
追
究

が
行
わ
れ
ず
、
汚
染
被
害
者
の
声
を
代
弁
す
る
第
3
者
の
存
在
も

希
薄
で
し
た
。湖
南
省
の
環
境
N
G
O
の
取
り
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
が
人
々
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
汚
染
に
苦
し
む
人
々
の
支
え
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

櫻
井
次
郎
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
・
准
教
授
）

　　
　
は
じ
め
に

　
日
中
環
境
問
題
サ
ロ
ン
（
10
月
7
日
）
で
は
、
私
は
広
東
省
と

湖
北
省
で
の
視
察
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の

関
係
上
、
広
東
省
に
つ
い
て
の
み
ご
説
明
し
ま
す
。

　
視
察
場
所
は
省
北
部
の
大
宝
山
鉱
山
で
、
湖
南
省
に
接
す
る
韶

関
市
に
あ
り
ま
す
。
韶
関
市
は
鉄
及
び
鉛
・
亜
鉛
な
ど
の
非
鉄
金

属
の
製
錬
業
が
盛
ん
な
鉱
業
都
市
で
、
広
州
市
か
ら
北
へ
約

2
2
0
k
m
、
人
口
は
約
3
0
0
万
ほ
ど
。
市
内
を
流
れ
る
横
石

河
は
珠
江
の
支
流
・
北
江
に
注
ぎ
、
下
流
に
は
広
州
市
が
あ
り
ま

す
。2
0
0
5
年
に
は
韶
関
冶
煉
廠
が
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
流
出
さ
せ
、

下
流
で
大
規
模
な
取
水
制
限
と
な
る
汚
染
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
直
近
の
視
察
は
2
0
1
5
年
3
月
21
日
で
す
が
、
2
0
0
7
年

8
月
と
2
0
0
8
年
3
月
に
も
現
地
を
訪
問
し
、
当
地
の
村
民
委

員
会
幹
部
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

 
一　
鉱
山
と
汚
染
の
概
況

　
大
宝
山
鉱
山
に
は
広
東
省
大
宝
山
鉱
業
有
限
公
司
（
以
下
、
大

宝
山
鉱
業
）
が
あ
り
、
1
9
7
5
年
設
立
の
省
レ
ベ
ル
国
有
企
業

で
す
。
鉄
鉱
石
の
採
掘
そ
の
も
の
は
唐
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
採
鉱
場
は
露
天
掘
り
で
周
囲
の
土
壌
は
硫
酸
塩
土
化
し
、
鉱
山

か
ら
の
廃
水
は
強
酸
性
を
示
し
ま
す
。
特
に
汚
染
が
激
し
い
の
は

選
鉱
く
ず
の
堆
積
し
た
鉄
竜
ダ
ム
（
写
真
２
参
照
）、
そ
こ
か
ら

廃
水
が
流
れ
込
む
横
石
河
で
す
。
横
石
河
は
翁
江
・
北
江
を
経
て

珠
江
へ
と
注
ぎ
ま
す
。
横
石
河
流
域
の
新
江
鎮
と
翁
城
鎮
で
は
、

合
わ
せ
て
1
3
,
5
8
6
人
が
被
害
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
新
華
ネ
ッ
ト
の
記
事
）。

　
華
南
農
業
大
学
資
源
環
境
学
院
の
林
初
夏
ら
（『
生
態
科
学
』

22
巻
3
期
、
2
0
5
頁
）
に
よ
れ
ば
、
調
査
時
（
2
0
0
2
年
）

の
採
鉱
場
表
土
か
ら
は
2
0
7
kg
／
t
の
硫
酸
が
検
出
さ
れ
、
鉄

報
告
①
「中
国
に
お
け
る
鉱
山
開
発
と
環
境

汚
染
— 

広
東
省
の
視
察
調
査
報
告
」　

か
ら
ダ
ム
に
雨
水
が
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
迂
回
水
路
が
作
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
か
ら
の
廃
水
の
処
理
施
設
は
作
ら

れ
て
お
ら
ず
、
赤
く
染
ま
っ
た
水
が
直
接
下
流
に
流
さ
れ
て
い
ま

し
た
（
写
真
４
参
照
）。
横
石
河
の
浚
渫
工
事
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

2
0
0
8
年
に
村
民
委
員
会
幹
部
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
の
会

話
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。「
横
石
河
は
い
つ
ご
ろ
昔
の
よ
う
な
澄

ん
だ
流
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
、「
昔
の
よ

う
に
？
鉱
山
に
鉱
石
が
な
く
な
っ
た
時
だ
ろ
う
。」
と
い
う
答
え
で

し
た
。
一
度
鉱
山
開
発
で
汚
染
さ
れ
た
地
域
の
原
状
回
復
は
、
ど

こ
の
地
域
で
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
再
訪
と
な
り
ま
し

た
。

写真１　鉄竜ダムから流れ出る汚泥
を含む廃水（2007 年 8月撮影）

竜
ダ
ム
と
そ
の
上
流
約
5
0
0
m
に
お
け
る
pH
値
は
そ
れ
ぞ
れ
3.36
、

3.09
の
強
酸
性
、
下
流
の
涼
橋
村
で
採
取
さ
れ
た
河
川
水
か
ら
は
排

水
基
準
を
上
回
る
濃
度
の
鉛
、
マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
亜
鉛
な
ど
の
重

金
属
が
検
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
が
2
0
0
5
年
に
発
表
し
た
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
（『
生
態
環
境
』
14
巻
2
号
、1
6
5
-
1
7
2
頁
）、

鉄
竜
ダ
ム
か
ら
下
流
25 

km
ま
で
は
水
生
生
物
が
全
く
見
ら
れ
ず
、

鉄
竜
ダ
ム
か
ら
約
16 

km
下
流
の
灌
漑
用
水
か
ら
は
、
鉛
、
亜
鉛
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
国
家
基
準
の
6.8
倍
、
3.8
倍
、
18
倍
の
値

で
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
現
地
の
米
に
含
ま
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
濃
度

は
基
準
の
2
〜
5.7
倍
、
健
康
リ
ス
ク
も
考
慮
す
べ
き
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

二　

 

現
地
視
察
の
結
果

　
2
0
0
7
年
の
調
査
時
、
人
口
約
3
3
0
0
人
の
上
埧
村
で
は
、

1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
5
年
の
間
、
村
民
の
死
因
の
8
割
は
癌

で
、
確
認
で
き
た
だ
け
で
1
2
7
人
が
癌
で
死
亡
し
て
い
ま
す
（
詳

し
く
は
、
毎
日
新
聞
大
阪
版
2
0
0
7
年
9
月
23
日
朝
刊
28
面
）。

2
0
1
5
年
に
上
埧
村
の
村
民
委
員
会
幹
部
に
対
し
て
行
っ
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
飲
用
水
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
村

の
健
康
被
害
は
改
善
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
飲
用
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
行
わ
れ
た
の
は
上
埧
村
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
村
で
は
実

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
上
埧
村
は
被
害
を
受
け
た
村
の
中
で
も
人

口
が
最
も
多
く
（
3
4
4
0
人
）、
耕
地
面
積
も
2
4
0
0
ム
ー

（
1
6
0
h
a
）
と
最
も
広
く
、
ま
た
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
局

（
C
C
T
V
）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
汚
染
状
況
が
報
道
さ
れ
た

際
の
対
象
地
域
で
し
た
。

　
同
村
で
は
2
0
0
8
年
に
訪
問
し
た
と
き
に
既
に
土
壌
改
良
試

験
が
始
ま
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
に
訪
問
し
た
際
に
は
試
験
場

が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
（
写
真
３
参
照
）、
現
地
に
同
行

し
て
く
れ
た
土
壌
専
門
家
は
灌
漑
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
更
に

厳
し
く
地
元
の
方
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
鉄
竜
ダ
ム
で
は
、
2
0
0
8
年
に
観
察
さ
れ
た
汚
泥
を
せ
き
止

め
る
堤
防
嵩
上
げ
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
堆
積

し
た
汚
泥
が
大
雨
の
日
に
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
周
囲
の
山

写真２　選鉱くずを含む汚泥が堆積した
鉄竜ダム（2008 年 3月撮影）

写真３　土壌改良試験場（2015 年 3月
筆者撮影）

写真 4　鉄竜ダムから直接流されている
廃水（2015 年 3月筆者撮影）

報
告
②「
中
国
に
お
け
る
鉱
山
開
発
と
環
境

汚
染
—
湖
南
省
の
現
地
視
察
報
告
」

　
一　
湖
南
省
の
鉱
山
開
発
と
重
金
属
汚
染

　
今
回
は
、
中
国
の
鉱
山
開
発
と
環
境
汚
染
の
実
態
に
つ
い
て
、

2
0
1
6
年
3
月
末
に
湖
南
省
で
行
っ
た
現
地
視
察
を
も
と
に
報

告
し
ま
す
。
中
国
で
は
、
鉱
山
開
発
に
伴
う
深
刻
な
環
境
汚
染
・

住
民
へ
の
汚
染
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
鉱
山
開
発

に
よ
る
環
境
汚
染
は
、
重
金
属
汚
染
を
伴
い
、
大
気
・
水
・
土
壌

な
ど
様
々
な
環
境
汚
染
を
も
た
ら
し
、
周
辺
・
流
域
に
居
住
す
る

住
民
に
深
刻
な
健
康
被
害
を
与
え
ま
す
。
湖
南
省
は
「
有
色
金
属

（
非
鉄
金
属
）
の
郷
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
、

大
規
模
な
鉱
山
開
発
が
各
地
で
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
重
金
属
汚

染
被
害
が
深
刻
な
地
域
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
者
に
よ
っ
て
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
全
容
・
被
害
の
実
態
は
判
明
し

知
足
章
宏
（
京
都
大
学
ア
ジ
ア
研
究
教
育

ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
，
あ
お
ぞ
ら
財
団
特
別
研
究
員

　
今
号
で
は
、
10
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
、
今
年
度
3
回
目
の
日
中
環
境
問

題
サ
ロ
ン
の
内
容
と
10
月
に
行
わ
れ
た
視
察
調
査
を
通
じ
て
の
「
中
国
で
の

環
境
公
益
訴
訟
の
動
向
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
同
サ
ロ
ン
で
は
、
鉱
山
開
発
に
よ
る
環
境
汚
染
に
焦
点
を
当
て
、
櫻
井
次

郎
氏
と
知
足
章
宏
氏
に
よ
る
、
現
地
調
査
で
撮
影
し
た
写
真
を
多
数
用
い
た

臨
場
感
あ
る
報
告
を
踏
ま
え
た
上
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
（
次
段
〜
）。

　
ま
た
、
視
察
調
査
に
つ
い
て
は
、
参
加
し
た
藤
原
猛
爾
氏
よ
り
詳
細
な
レ

ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
裏
面
）。

　
　
は
じ
め
に

日中環境問題サロンの様子（2016 年 10 月 7日）



　

２
０
１
６
年
１
０
月
に
北
京
で
全
人
代
・
法
制
工
作
委
員

会
行
政
法
室
及
び
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
環
境
公
益
訴
訟
制
度
の

実
施
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査

で
聴
取
し
た
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
環
境
公
益
訴
訟
を
導
入
し
た
理
由
】

　

中
国
で
は
、
改
革
開
放
政
策
後
３
０
年
間
に
及
ぶ
経
済
成

長
の
下
で
環
境
破
壊
が
顕
著
に
な
り
、
大
気
、
水
、
土
壌
等

の
汚
染
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
環
境
汚
染
の
解
決
に

つ
い
て
は
、
政
府
が
先
導
し
て
き
ま
し
た
。
環
境
保
護
の
た

め
に
は
、
厳
し
い
規
制
、
処
罰
強
化
等
を
実
施
す
べ
き
で
す

が
、
経
済
成
長
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
環
境
保
護
と
経

済
発
展
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
政
策
が
要
請
さ
れ
た
の
で
す

が
、
こ
の
政
策
は
地
方
政
府
で
は
実
現
困
難
で
し
た
。
そ
こ

で
、
中
央
政
府
は
、
公
民
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
検
討
し
ま

し
た
。
公
民
は
、
環
境
破
壊
の
被
害
者
で
す
。
他
国
の
経
験

も
参
考
に
し
て
、
環
境
保
護
手
法
と
し
て
公
民
の
参
加
と
監

視
の
制
度
を
導
入
し
た
の
で
す
。環
境
公
益
訴
訟
の
導
入
は
、

環
境
保
護
法
で
強
化
さ
れ
た
政
府
の
環
境
保
護
義
務
と
責
任

に
も
と
づ
く
法
制
改
革
の
一
例
で
す
。

【
原
告
資
格
】

　

環
境
破
壊
の
被
害
者
で
あ
る
公
民
は
、
個
人
で
訴
訟
提
起

す
る
に
は
力
不
足
で
す
。
解
明
が
難
し
い
環
境
破
壊
に
対
応

し
、
訴
訟
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
現
在
、
中
国
全

国
で
５
０
〜
６
０
万
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
団
体
は
、
力
不
足
で
活
動
資
金
不
足
等
に
よ
り
、
継
続

的
な
環
境
保
護
活
動
に
は
支
障
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
訴

訟
資
格
を
有
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
要
件
を
定
め
ま
し
た
。
設
立
後

５
年
以
上
の
団
体
、
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と
、
環
境
保
護
活
動

の
継
続
で
す
。

【
検
察
官
に
よ
る
環
境
公
益
訴
訟
】

　

検
察
官
は
法
律
の
執
行
状
況
に
関
す
る
監
督
権
限
を
有
し

て
お
り
、
環
境
公
益
の
実
現
で
も
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
２
年
間
の
試
行
制
度
と
し
て
、
検
察
官
に
よ
る
環
境

公
益
訴
訟
担
当
制
度
（
民
事
及
び
行
政
双
方
の
環
境
公
益
訴

訟
が
可
能
）
を
１
３
省
市
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
１
月
以
降
の
環
境
公
益
訴
訟
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
提
訴
が
９
０
件

（
民
事
）、
検
察
官
提
訴
が
４
２
件
（
民
事
・
行
政
を
含
む
）

あ
り
ま
す
。
検
察
官
は
、
先
ず
は
企
業
に
働
き
か
け
、
さ
ら

に
地
方
政
府
等
に
よ
る
対
応
・
改
善
を
求
め
、
そ
れ
で
も
効

果
が
な
い
と
き
に
提
訴
し
ま
す
。
調
査
で
は
、
検
察
官
に
よ

て
い
ま
せ
ん
。
鉱
山
開
発
の
現
場
で
は
何
が
起
こ
り
、
如
何
な
る

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
湖
南
省
の
2
ヵ
所
の
鉱
山
開
発
の
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
湖
南
省
常
徳
市
石
門
県
雄

黄
鉱
区
で
す
。
か
つ
て
は
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
雄
黄
鉱
区
で
、

1
9
5
0
年
に
国
が
操
業
、
の
ち
に
民
営
化
さ
れ
2
0
1
0
年
に

閉
山
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
現
場
に
つ
い
て
は
既
に
中
国
国
内
の

メ
デ
ィ
ア
や
日
本
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
深
刻

な
重
金
属
汚
染
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
砒
素
中

毒
患
者
、
皮
膚
が
ん
、
皮
膚
病
な
ど
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

視
察
時
に
は
既
に
閉
山
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
採
掘
さ

れ
て
い
た
雄
黄（
冶
金
工
業
の
砒
素
合
金
、軍
事（
弾
頭
）、自
動
車
、

ガ
ラ
ス
の
脱
色
、
木
材
防
腐
、
殺
虫
剤
、
除
草
剤
、
漢
方
薬
な
ど

に
活
用
さ
れ
た
）、
製
錬
に
よ
り
砒
素
を
含
む
煤
塵
が
排
出
さ
れ

て
い
た
現
場
な
ど
、過
去
の
鉱
山
開
発
の
痕
跡
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
重
金
属
汚
染
へ
の
対
処
と
し
て
、

汚
水
処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
土
壌
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
砒
素
中
毒

の
全
面
的
か
つ
継
続
的
な
調
査
や
被
害
者
の
救
済
に
つ
い
て
は
未

だ
初
期
段
階
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
砒
素

汚
染
の
深
刻
な
被
害
が
出
て
い
る
村
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
都
市

部
に
比
べ
れ
ば
村
民
の
方
々
の
経
済
状
況
は
相
当
に
貧
し
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
り
、
治
療
や
補
償
の
一
層
の
充
実
が
不
可
欠
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

  

次
に
訪
れ
た
現
場
は
、
湖
南
省
郴
州
市
臨
武
県
三
十
六
湾
鉱
区

で
す
。
こ
こ
は
、
湖
南
省
の
な
か
で
も
特
に
汚
染
が
深
刻
な
地
域

（
湘
江
流
域
）
の
１
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
発
規
模
は

膨
大
で
、
盛
況
だ
っ
た
時
期
に
は
採
鉱
道
と
採
鉱
地
点
が

3
0
0
ヵ
所
以
上
、
洗
鉱
場
が
3
0
0
ヵ
所
以
上
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
関
連
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
砒
素
汚
染
等
の

重
金
属
汚
染
は
、
数
十
年
に
渡
っ
て
深
刻
な
状
況
で
し
た
が
、
そ

の
原
因
で
あ
る
粗
放
な
鉱
山
開
発
に
本
格
的
に
歯
止
め
を
か
け
た
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の
は
、
こ
こ
1
0
年
程
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
2
0
0
0
年
以
降

か
ら
企
業
の
閉
鎖
措
置
が
本
格
的
に
行
わ
れ
、
2
0
0
6
年
に
採

掘
・
洗
鉱
企
業
が
1
0
0
0
社
程
度
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
時

に
は
鉱
山
は
ほ
ぼ
閉
山
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
大
規
模

な
開
発
の
痕
跡
が
至
る
所
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
金
属
を
含
む
と
み
ら
れ
る
鉱
滓
や
排
水
が
未
だ
処
理

し
き
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。
政
府
は
当
地
の

汚
染
問
題
を
重
要
視
し
て
対
策
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

過
去
の
汚
染
の
蓄
積
が
甚
大
で
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
や
生
態
系
の

回
復
に
は
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
鉱
山
か

ら
流
出
し
て
き
た
土
砂
や
排
水
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
村
を
視
察

し
ま
し
た
。
こ
の
村
は
、
す
で
に
1
0
0
0
人
も
の
住
民
が
他
地

域
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
重
金
属
を
含
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る

土
砂
が
あ
ち
こ
ち
に
堆
積
し
て
お
り
、
汚
染
規
模
が
広
範
囲
か
つ

甚
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

二　
重
金
属
汚
染
問
題
に
取
り
組
む
環
境
N
G
O

　

近
年
の
中
国
に
お
け
る
重
金
属
汚
染
を
め
ぐ
る
動
向
と
し
て
注

目
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
鉱
山
開

発
と
環
境
の
歴
史
と
現
状
を
捉
え
、
汚
染
被
害
者
と
対
話
・
交
流
・

救
済
を
進
め
よ
う
と
す
る
環
境
N
G
O
が
存
在
し
、
活
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
鉱
山
及
び
周
辺
地
域
・
河
川

に
お
け
る
重
金
属
汚
染
の
継
続
的
な
実
態
調
査
と
情
報
公
開
、
汚

染
被
害
者
と
の
継
続
的
な
交
流
・
対
話
及
び
救
済
の
模
索
、
な
ど

様
々
で
す
。
中
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
重
金
属
汚
染
に
取
り
組
む
環

境
N
G
O
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

汚
染
の
原
因
・
責
任
・
過
失
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

被
害
者
を
補
償
・
救
済
す
る
の
か
、
市
民
や
社
会
は
ど
の
よ
う
に

こ
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
の
追
究

が
行
わ
れ
ず
、
汚
染
被
害
者
の
声
を
代
弁
す
る
第
3
者
の
存
在
も

希
薄
で
し
た
。湖
南
省
の
環
境
N
G
O
の
取
り
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
が
人
々
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
汚
染
に
苦
し
む
人
々
の
支
え
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重金属を含むとみられる大量の土砂が堆
積した村

「中
国
・
環
境
公
益
訴
訟
の
動
向
」

        　

る
訴
訟
前
の
措
置
で
対
応
で
き
た
事
例
が
１
６
６
８
件
あ
り

ま
す
。
検
察
官
の
訴
訟
提
起
は
、行
政
の
不
作
為
の
（
違
法
性
）

程
度
が
重
大
な
場
合
で
す
。
汚
染
等
に
よ
る
被
害
が
重
大
で
、

被
害
者
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
事
業
主
体
が
行
政
で
あ
る
場

合
で
、刑
事
事
件
に
も
該
当
す
る
よ
う
な
、い
わ
ば
行
政
の
「
涜

職
行
為
」
と
認
め
う
る
違
法
な
不
作
為
が
あ
る
場
合
で
す
。

【
環
境
公
益
訴
訟
勝
訴
に
よ
る
損
害
金
の
使
途
】

　

環
境
公
益
訴
訟
勝
訴
で
認
め
ら
れ
た
「
損
害
賠
償
金
」
の

帰
属
、
管
理
及
び
利
用
・
運
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
法
律
の
定
め
が
な
く
、
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

損
害
賠
償
金
は
、
地
方
政
府
に
基
金
と
し
て
移
管
し
、
司
法

部
の
監
督
下
に
環
境
改
善
措
置
に
使
う
こ
と
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
感
想
】

　

環
境
保
護
法
の
改
正
当
時
、中
央
政
府
の
認
識
は
「
近
年
来
、

環
境
と
資
源
保
護
に
関
わ
る
行
政
職
員
に
よ
る
違
法
案
件
は

上
昇
す
る
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。
政
府
及
び
そ
の
関
連
部
門

に
よ
る
行
政
権
力
の
濫
用
と
不
履
行
に
対
す
る
監
督
に
つ
い

て
法
規
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
､
現
行
の
法
の
共
通

的
な
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
対
策
と
し

て
導
入
さ
れ
た
環
境
公
益
訴
訟
の
約
１
年
半
の
実
績
で
は
、

訴
訟
件
数
、
提
訴
Ｎ
Ｇ
Ｏ
数
は
意
外
に
少
な
く
、
検
察
官
提

訴
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
訴
訟
で
勝
訴
し
認

容
さ
れ
た
損
害
金
の
管
理
・
利
用
手
続
等
が
未
確
定
の
た
め

に
、
環
境
改
善
対
策
が
未
着
手
と
い
う
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

環
境
公
益
訴
訟
は
、
環
境
改
善
に
向
け
た
有
力
な
制
度
で

す
が
、
そ
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
運
用
を
ふ
ま

え
つ
つ
改
善
さ
れ
る
べ
き
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

製錬により砒素を含む煤塵が排出されて
いた現場

汚染された土壌の修復プロジェクトが行
われている

人
民
大
会
堂
ロ
ビ
ー
に
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る

藤
原
弁
護
士
（
中
央
）


